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爺
湖
町
で
は
、
毎
年
英
国
青
年

　
　
を
受
入
れ
、
英
会
話
教
室
な
ど

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
、

地
元
の
人
た
ち
と
交
流
を
深
め
て
い

ま
す
。

　
９
月
か
ら
新
し
い
英
国
青
年
フ
レ

デ
ィ
ー
・
セ
ム
プ
ル（
19
歳
）さ
ん
と

デ
ィ
ラ
ン
・
ピ
ュ
ー（
18
歳
）
さ
んが

来
町
し
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

　
様
々
な
機
会
で
二
人
と
接
す
る
こ

〈
一
　
般
〉▽
こ
ん
な
と
き
ど
う
す
る

？
症
状
か
ら
わ
か
る
、
あ
な
た
の
病

気
と
治
療
法
（
松
井
宏
天
）
▽
地
の

果
て
か
ら〈
上
・
下
〉（
乃
南
ア
サ
）

〈
児
童
書
〉▽
愛
蔵
版
エ
ル
マ
ー
の
冒

険
セ
ッ
ト
（
全
３
巻
）（
ル
ー
ス
・
ス

タ
イ
ル
ス
メ
ガ
ネ
ッ
ト
／
訳
渡
辺
茂

男
）
▽
い
の
ち
の
し
ず
く
（
川
嶋
康

男
）
▽
ノ
ン
タ
ン
遊
ぼ
う
よ
シ
リ
ー

ズ〈
全
20
巻
〉（
キ
ヨ
ノ
サ
チ
コ
）

〈
一
　
般
〉
▽
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
双

子

〈
上
・
下
〉（
大
崎
善
生
）
▽
東
慶
寺

花
だ
よ
り
（
井
上
ひ
さ
し
）
▽
ね
む

り
（
村
上
春
樹
）
▽
野
宿
入
門
（
か

と
う
ち
あ
き
）
▽
九
州
少
年
（
甲
斐

よ
し
ひ
ろ
）
▽
ど
ん
ぐ
り
姉
妹
（
よ

し
も
と
ば
な
な
）
▽
夢
を
持
ち
続
け

よ
う
（
根
岸
英
）
▽
悪
の
経
典
〈
上

・
下
〉（
貴
志
祐
介
）
▽
錨
を
上
げ
よ

〈
上
・
下
〉（
百
田
尚
樹
）▽
地
の
は
て

か
ら
（
乃
南
ア
サ
）
▽
Ｋ
Ａ
Ｇ
Ｅ
Ｒ

Ｏ
Ｕ
（
齋
藤
智
裕
）
▽
密
姫
村
（
乾

ル
カ
）
▽
歌
う
ク
ジ
ラ
（
村
上
龍
）

洞

　
　
を
使
う
場
面
に
便
利
な
使
い
捨

　
　
て
ラ
イ
タ
ー
。
経
済
産
業
省
や

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
は
、「
使

い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
か
ら
突
然
火
が
出

た
」「
爆
発
・
破
裂
や
大
き
な
炎
が
出

て
怪
我
を
し
た
」「
子
ど
も
が
触
っ
て

い
て
火
傷
を
し
た
」
な
ど
、
危
害
・

危
険
情
報
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、

関
係
機
関
で
は
注
意
を
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。

　
製
品
安
全
協
会
の
Ｓ
Ｇ
基
準
で
は
、

外
観
や
構
造
、
炎
の
高
さ
な
ど
の
安

全
性
に
関
す
る
品
質
や
「
子
ど
も
の

手
に
触
れ
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
」
な
ど
の
表
示
に
つ
い
て
定
め
ら

れ
、
こ
の
基
準
に
適
合
し
た
商
品
に

は
Ｓ
Ｇ
マ
ー
ク
が
表
示
で
き
、
Ｓ
Ｇ

マ
ー
ク
の
付
い
た
商
品
の
欠
陥
に
よ

っ
て
人
身
事
故
が
起
き
た
場
合
、
保

証
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
場
に
は
、
様
々
な
使
い
捨
て
ラ

イ
タ
ー
が
出
回
っ
て
い
ま
す
が
、
購

入
の
際
は
表
示
な
ど
を
十
分
確
認
し

た
う
え
で
、
よ
り
安
全
性
の
高
い
商

品
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

○
ラ
イ
タ
ー
は
正
し
く
捨
て
ま
し
ょ

　
う

　
ゴ
ミ
と
し
て
捨
て
ら
れ
た
使
い
捨

て
ラ
イ
タ
ー
が
原
因
で
、
一
緒
に
捨

て
ら
れ
た
ゴ
ミ
に
引
火
し
火
災
と
な

る
例
が
増
え
て
い
ま
す
。
捨
て
る
場

合
は
ガ
ス
を
抜
き
を
行
い
、
町
の
ル

ー
ル
に
従
っ
て
正
し
く
廃
棄
し
ま
し

ょ
う
。

①
周
囲
に
火
の
気
が
な
い
こ
と
を
確

　
認
す
る
。

②
操
作
レ
バ
ー
を
押
し
下
げ
る
。

③
輪
ゴ
ム
や
粘
着
力
の
強
い
テ
ー
プ

　
で
、
押
し
下
げ
た
ま
ま
の
レ
バ
ー

　
を
固
定
す
る
。

④「
シ
ュ
ー
」と
い
う
音
が
聞
こ
え
れ

　
ば
、
ガ
ス
が
噴
出
し
て
い
る
（
聞

　
こ
え
な
い
場
合
は
炎
調
節
レ
バ
ー

　
を
プ
ラ
ス
方
向
い
っ
ぱ
い
に
動
か

　
す
）。

⑤
こ
の
状
態
の
ま
ま
、
付
近
に
火
の

　
気
の
な
い
、
風
通
し
の
よ
い
屋
外

　
に
半
日
か
ら
１
日
置
く
。

⑥
念
の
た
め
に
着
火
操
作
を
し
て
、

　
火
が
付
か
な
け
れ
ば
ガ
ス
抜
き
は

　
完
了
で
す
。

火

■
あ
ぶ
た
読
書
の
家

■
み
ず
う
み
読
書
の
家

新
刊
案
内

◆
消
費
者
だ
よ
り
◆

今月の1冊

　上段、下段と分かれたちょっと珍し

い面白い絵本です。

　子ギツネのコン君が１冊の本を拾っ

てお父さんギツネの所へ持っていって

読んでとせがみます。

　上段は、森谷宇一訳のイソップ物語。

下段では、お父さんギツネが絵を見て

適当に作ったお話。親子で楽しんで見

て下さい。昭和62年（1987）初版

の本です。

「安野光雅画」岩

波書店「きつねが

ひろったイソップ

ものがたり1、2」

読
書
の
家
か
ら

読
書
の
家
か
ら

使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
に

よ
る
事
故
に
注
意

●
開
館
時
間

午
前
10
時
よ
り
午
後
４
時
20
分
ま
で

●
２
月
の
休
館
日

10
日
・
11
日
・
17
日
・
24
日
・
３
月

３
日

（
毎
週
木
曜
日
・
祝
祭
日
休
館
）

あ
ぶ
た
読
書
の
家
　
　
76
‐
2
1
0
0

み
ず
う
み
読
書
の
家
　
75
‐
４
７
０２

▽
テ
コ
ち
ゃ

ん
の
時
間

（
久
世
朋
子
）

▽
飛
水
（
高

樹
の
ぶ
子
）

▽
日
本
語
　

語
感
の
辞
典

（
中
村
明
）

▽
こ
ど
も
文
様
図
鑑
（
下
中
菜
保
）


